
建築用材
H形鋼

‌梁ウェブ薄肉化工法　　
「梁ウェブ薄肉化工法」は、曲げ破壊型のH形断面梁に対して、ウェ
ブの局部座屈耐力評価にフランジによる拘束効果を考慮することで、
従来のウェブに対する幅厚比制限の緩和を可能とした工法です。（一
財）ベターリビングの評定を2024年3月に取得（CBLSS007-22号）
しました。

特長
●梁の軽量化
　  本工法を適用することで、薄ウ
ェブハイパービーム®を用いた
梁の部材種別のランクアップが
可能となり、鋼重削減が期待で
きます。
●設計検討が容易
　  「標準断面リスト」と「設計チ
ェックリスト」を準備しており
ますので、設計・確認申請手続
きもスムーズに行えます。

【適用条件】
■ハイパービーム®の鋼材規格
強度クラス 鋼材規格
490N級 SM490A※1　SN490B　NSYP345B
550N級 NSYP385B

※1：崩壊メカニズム時に弾性に留まる梁および梁の部分にのみ適用

■ハイパービーム®の断面寸法・形状
せいH
（mm）

幅B
（mm）

フランジ厚tf
（mm）

ウェブ厚tw
（mm）

400≦H≦1200 200≦B≦500 12≦tf≦40 9≦tw≦25
※  その他、強度クラスに応じて板厚比やアスペクト比の制約がございますので、本工法の技術資
料（設計指針）をご参照ください。

■その他
・  ウェブのせん断破壊を防止し、曲げ破壊型の梁に限定するため、
せん断スパン比の制限を含む構造規定を設けております。
・  ブレースが取り付く梁など、無視できない軸力が作用する梁には
適用できません。
・  その他、設計上の留意点がございますので、採用にあたっては事
前にご相談ください。

【本工法を用いた場合の梁の設計例】
検討ケース ハイパービーム®

→ 高降伏点ハイパービームʀ（薄ウェブ）
溶接組立H形鋼

→ メガハイパービームʀ（薄ウェブ）
鋼種 SN490B NSYP345B SN490B

梁の断面サイズ HY
1000×350×19×32

HY
1000×350×16×28

BH－
1200×300×22×32

MHY－
1200×300×16×32

梁種別 従来（告示） FA FD FB FD
本工法 － FA － FB

単位質量 318 275 347 299
重量比 1.00 0.86 1.00 0.86
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告示（従来）：
ウェブ単体で評価

当社技術（本工法）：
フランジによる拘束効果を考慮

本工法で緩和される
種別FAの幅厚比の範囲

JIS-700x300x13x24
（告示 FA）

HY-800x250x12x22
（告示 FD → 本工法 FA）

薄肉ウェブ断面
への置換

（鋼重▲12%）

ご注意とお願い
本資料に記載された技術情報は、製品の代表的な特性や性能を説明するものであり、「規格」の規定事項として明記したもの以外は、保証を意味するものではありません。本資
料に記載されている情報の誤った使用または不適切な使用等によって生じた損害につきましては責任を負いかねますので、ご了承ください。また、これらの情報は、今後予告
なしに変更される場合がありますので、最新の情報については、担当部署にお問い合せください。本資料に記載された内容の無断転載や複写はご遠慮ください。本資料に記載
された製品または役務の名称は、当社および当社の関連会社の商標または登録商標、あるいは、当社および当社の関連会社が使用を許諾された第三者の商標または登録商標です。
その他の製品または役務の名称は、それぞれ保有者の商標または登録商標です。
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建築用材

■‌‌本工法を適用可能なハイパービーム®のサイズと工法適用
時の部材種別

【SN490Bの場合】
※他の鋼種（NSYP345B、NSYP385B）については、お問合せください。

梁端ウェブ補剛工法（BCJ評定‌–‌ST0211-05）
梁端ウェブをスチフナで補剛する事で、部材種別FAあるいはFB相当
の塑性変形能力を発揮します。
梁ウェブ薄肉化工法（無補剛）の適用範囲外の断面に対し、薄ウェブ
化による軽量化を実現することができます。

【水平スチフナ形式】 【格子スチフナ形式】
梁端ウェブ補剛工法の補剛形式

※各種規定がございますので、採用にあたっては事前にご相談ください。

ウェブ寸法
(mm)

フランジ寸法（mm）　上段：B　下段：tf
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 ：はりの種別をFAとして扱えるサイズ
 ：はりの種別をFBとして扱えるサイズ
 ：はりの種別をFCとして扱えるサイズ
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